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Radiation-Transport Model of Aerosol Species：
SPRINTARS）数値シミュレーションと、レーザーレー




ムを用いて、2007 年 5 月 8 ～ 9 日に中国タクラマカン
砂漠で発生した大規模なダストの輸送現象を解析した
結果、ダストは上空 8 ～10km の対流圏上部まで運ば
れ、偏西風にのって約 13 日で地球を一周することが
明らかになった（図表）。SPRINTARS 数値シミュレー
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ർᭂ図表　ダストの輸送状況
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